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解明されている事実は何か

何がまだ不確定なのか

調査が進んで見えてきたことは何か

　これらを確認しながら、地域の近江商人ファンとの交流をふ
かめつつ、ともに考えていこうと公開講座を開催してきました。
　いよいよ、これらのまとめの講座を3月に開催します。本紙
では、これまでの講座の様子を紹介します。
� ■連続公開取りまとめの会　開催日など詳細は最終頁をご覧ください。

「近江商人の歩いたあとにはペンペン草も生えない」
「売った蚊帳には天井がなかった」
「近江泥棒に伊勢乞食」
などと揶揄されてきた近江商人ですが、近年、近江商人の商いの理念「三方よし」が見直され、
現代に通じる近江商人の企業理念が再認識されてきています。

ところが、近江商人の実像について、
まだまだ分かっていないことが多いのです。

特集●連続公開講座報告

近江商人の謎に迫る
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何
人
い
た
の
か
近
江
商
人
!!

　

近
江
商
人
は
堅
実
で
永
続
的
な
経

営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
全
国
各

地
で
活
躍
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
活
躍

し
た
時
代
も
長
く
、
江
戸
時
代
以
前

か
ら
明
治
時
代
に
ま
で
も
そ
の
足
跡

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
域
に
、

長
期
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
商
家
や

商
人
が
い
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
い
っ
た
い
何
人
ぐ
ら
い
の

商
人
が
い
て
、
何
軒
の
商
家
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
は
未
だ
正
確
な
数
字
は

判
明
し
て
い
ま
せ
ん
が
、次
第
に
全
容

に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。左
の
近

江
商
人
分
布
図
は
大
変
有
名
で
、
多

く
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。た

だ
こ
の
分
布
図
の
元
に
な
っ
た
調
査

は
、
い
ま
か
ら
50
年
以
上
も
前
の
こ

と
で
、
必
ず
し

も
正
確
で
は
な

い
の
で
す
。
今

回
の
連
続
講
座

で
は
近
江
日
野

商
人
館
満
田

館
長
か
ら
、
表

示
の
誤
り
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

果
た
し
て
そ
の

後
の
調
査
結
果
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

天
秤
棒
で
運
ん
だ
も
の
は
何
か
？

　

写
真
は
近
江
八
幡
西
川
家
の
玄
関

脇
の
天
秤
棒
か
け
で
す
。
西
川
家
は

現
在
、
近
江
八
幡
資
料
館
と
し
て
公

開
さ
れ
て
お
り
、
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
る
商
家
で
、
近
江
八
幡
の

御
三
家
の
一
つ
で
し
た
。
豪
商
に

な
っ
て
も
創
業
当
時
の
苦
労
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
大
切
に
し
て
い
る
の

が
天
秤
棒
で
す
。

　

近
江
商
人
の
定
番
と
し
て
道
中
合

羽（
引
き
回
し
）や
編
み
笠
と
と
も
に

天
秤
棒
は
行
商
姿
と
し
て
描
か
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
問
屋
の
機
能
を
持
っ

た
近
江
商
人
の
商
品
は
、
こ
の
よ
う

な
も
の
で
運
べ
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
の
運
搬
に
は

船
や
馬
を
使
い
、
天
秤
棒
は
近
隣
で

の
販
売
に
は
使
用
し
た
も
の
の
、
遠

方
へ
の
行
商
時
に
は
、
商
品
見
本
や

手
形
、
雨
具
な
ど
を
天
秤
棒
で
持
ち

歩
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
天
秤
棒

は
い
ま
で
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
ク
の

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

「
歩
い
た
跡
に
は
ペ
ン
ペ
ン
草
も

生
え
な
い
」
っ
て
ど
う
ゆ
う
こ
と
？

　

現
在
で
も
、
優
秀
な
営
業
担
当
者

は
ラ
イ
バ
ル
社
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

言
わ
れ
、
大
変
警
戒
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
市
場
の
商
機
を
す
べ
て
掻
っ 近江八幡資料館に現存する天秤架

近江商人発祥地域を現した地図。○の大きさで出身者の人数を示し
ており、湖東地域から生まれた商人が最も多いとされてきました。

こんなことが知りたい
近江商人の謎
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　NPO 法人三方よし研究所には全国各地、
いろいろな層の人たちから、さまざまな問い
合わせをいただいております。
「近江商人について知りたい」「もっと勉強し
たい」などという熱い期待が寄せられていま
す。それに対応するために、さらに研究を深
める必要がある。と考えて今回「近江商人の
謎に迫る」という非常に大上段に構えたテー
マで連続講座を開催しました。
　さらに、ほかには、実際に商売をしている
研究所会員から、「本当のところが知りたい
んだ、きれい事ではない本当の、生の近江商
人を知りたい」という声にも対応したい。と
いうことも今回の講座の目的でもあります。
　そして一番重要と思われるのは、近江商人
の経営理念の顕彰、普及事業が始まって20
年を経過しています。その間、社会情勢が大
きく変化し、経済状況も大きく変わる中、当

然、近江商人に関する調査研究も進んでいま
す。ところが、発表の機会が少なく、いつま
でも従来の情報が近江商人のすべてであると
されています。第1回にご講演いただきまし
た満田館長は、とりわけ資料に忠実に常に新
しい資料と向き合うことが大事だということ
で、今回の情報誌についても講演時からさら
に進展した研究の成果を寄稿いただきました。
　満田館長をはじめとし、現在も近江商人に
関する研究が、いろいろなところで行われて
います。その最新の成果を、多くの人たちと
共有したい。ということも今回の連続講座の
大きな目的です。
　日野、五個荘、八幡、高島と巡回講座を開
催してきました。本誌ではその内容を集約し
たものを掲載しましたが、3月には、全体の
まとめをしたいと考えますどうぞお楽しみく
ださい。

攫
う
ほ
ど
近
江
商
人
が
商
い
上
手
で

あ
っ
た
こ
と
を
誇
張
し
た
の
が
こ
の

言
葉
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

実
際
、
近
江
商
人
は
、
商
品
を
掛

売
で
販
売
し
て
お
り
、
次
回
の
訪
問

時
に
商
品
代
金
を
精
算
し
た
の
で
、

近
江
商
人
か
ら
の
購
入
を
禁
じ
た
り
、

ま
た
締
め
出
さ
れ
た
り
も
し
た
よ
う

で
す
。で
は
、そ
の
実
態
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。「
千
両
店
」を
次
々

立
地
し
て
い
っ
た
日
野
商
人
の
事
例

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
武
士
は
敬
し
て
遠
ざ
け
よ
」と
い

う
の
だ
け
ど
、
果
た
し
て
！

　

近
江
商
人
が
出
掛
け
た
地
域
は
全

国
に
及
び
ま
す
。
藩
政
体
制
の
時
代

三方よし研究所
公開講座委員会委員長

高橋 卓也

に
各
地
で
商
い
が
出
来
た
近
江
商
人

は
、
近
江
の
領
地
が
細
分
化
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
そ
の
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
鎖
国
前
に
海
外
に
渡
航
し
た
り
、

未
開
の
北
海
道
で
漁
場
開
拓
を
行
う

一
方
、
東
北
や
江
戸
で
は
、
城
下
町

建
設
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
商
人
の
行
動
は
、
各
地
の
藩
主
や

武
士
と
の
か
か
わ
り
と
無
縁
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
武
士
は
敬
し
て
遠
ざ
け
よ
」
と
い

う
家
訓
が
あ
る
一
方
、
武
士
と
の
つ

な
が
り
が
少
な
く
は
な
か
っ
た
近
江

商
人
、
幕
藩
体
制
時
代
を
ど
の
よ
う

に
生
き
抜
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

武
士
と
の
関
係
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
か
ら
お

聞
き
で
き
ま
し
た
。

高
島
に
商
人
の
足
跡

が
残
っ
て
な
い
わ
け
は

何
だ
？

　

近
江
商
人
は
「
江
戸

時
代
に
発
祥
し
た
商
人

で
あ
り
、
本
宅
を
近
江

に
置
き
、
諸
国
産
物
回

し
と
い
う
商
い
の
方
法

を
行
っ
た
商
人
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
近
江
八
幡
や
日
野
、

五
個
荘
、
豊
郷
に
は
本

宅
の
痕
跡
が
残
り
、
近

江
商
人
ゆ
か
り
の
町
と

公開講座●「近江商人の謎に迫る」開催趣旨説明

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

何
の
痕
跡
も
な
い
の
が
高
島
商
人
発

祥
地
の
高
島
市
で
す
。
高
島
か
ら
は
、

盛
岡
を
中
心
と
し
た
土
地
に
出
向
き
、

か
の
地
に
住
み
着
き
、
現
在
も
盛
岡

を
中
心
に
多
く
の
近
江
商
人
の
末
裔

の
人
々
が
政
財
学
界
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
い
っ
た
い
そ
の
理
由
は
な
ん

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
窪
田
先
生
の

お
話
か
ら
真
実
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

北海道の八幡商人の足跡地

取りまとめ講座いよいよ3月22日に開催。
詳しくは本誌最終頁のご案内をご覧ください。

自主独立心旺盛な八幡商人の志は現在の八幡の街づ
くりに生きていることが示された近江八幡会場。

旧街道沿いの古民家「高島ビレッジ１号館」で開催され
た高島会場



三　方　よ　し平成27年２月１日 第40号（4）

　

松
坂
や
会
津
若
松
に
は
現
在
も
「
日
野
町
」
と
い
う
町
名
が
存
在
す
る
な
ど
、

日
野
商
人
の
足
跡
は
全
国
に
残
る
。
単
身
赴
任
が
原
則
の
お
店
行
き
を
象
徴
す

る
「
関
東
後
家
」
と
い
う
言
葉
は
日
野
で
生
ま
れ
、
か
つ
て
、
主
人
留
守
宅
の

玄
関
に
は
男
物
の
下
駄
が
在
宅
を
表
す
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
で
は
、

日
野
商
人
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
発
祥
の
要
因
は
何
か
、
日

野
商
人
研
究
を
現
存
す
る
資
料
か
ら
丹
念
に
進
め
る
満
田
館
長
の
熱
弁
が
続
く
。

　

日
野
商
人
の
起
原
説
に
つ
い
て
は
、

戦
前
よ
り
、
日
野
城
主
の
蒲
生
氏
郷

の
松
坂
、
会
津
へ
の
転
封
が
き
っ
か

け
で
活
動
が
始
ま
っ
た
と
い
う
「
蒲

生
氏
鄕
転
封
起
原
説
」
が
通
説
と
な

り
、
ほ
か
に
は
江
戸
時
代
中
期
に
登

場
し
た
と
い
う
江
戸
中
期
登
場
説
が

あ
り
ま
す
。

「
蒲
生
氏
郷
転
封
起
原
説
」
に
つ
い

蒲
生
氏
郷
転
封
起
原
説
と
日
野
椀
の
歴
史

日
野
椀
の
歴
史
と
日
野
商
人

は
、
天
正
12
年（
１
５
８
４
）で
、
そ

の
こ
ろ
に
伊
勢
と
近
江
、
日
野
と
の

間
を
行
商
し
て
い
た
と
な
る
と
、
高

島
商
人
や
八
幡
商
人
よ
り
も
歴
史
が

古
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
24
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
近
江
日
野
の
歴
史
』
に
も
「（
氏
郷

転
封
起
原
説
）は
全
く
の
虚
偽
と
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た

日
野
商
人
は
氏
郷
に
従
っ
て
移
住
し

た
人
々
を
頼
り
に
、
奥
羽
地
方
へ
と

行
商
に
出
掛
け
、
商
圏
を
拡
大
し
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
可

能
性
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と

日
野
商
人
は
氏
郷
に
従
っ
て
移
住
し

た
人
々
を
頼
り
に
、
商
売
を
始
め
た

と
さ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
氏
郷
の
政
治
が

非
常
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
が

所ゆ
え
ん以
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
裏

付
け
史
料
は
秀
吉
の
朱
印
状
が
あ
る

ぐ
ら
い
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
戦
前
の
歴
史
観

が
氏
郷
を
英
雄
視
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
。40
歳
で
非
業
の
死

を
遂
げ
た
氏
郷
は
、実
力
、人
気
と
も

に
非
常
に
素
晴
ら
し
い
人
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
戦
前
の
日
野
町
に
は
氏
郷

の
銅
像
も
早
く
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

氏
郷
起
原
説
が
生
ま
れ
た
も
う
ひ

と
つ
の
理
由
は
、
初
期
の
日
野
商
人

の
扱
い
商
品
に
つ
い
て
の
事
実
関
係

が
不
明
瞭
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
野
商
人
の
出
発
点
は
日

野
椀
の
行
商
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
時
代
中
期
の
全
町
火
事
で
日
野

椀
の
歴
史
を
解
明
す
る
資
料
が
焼
失

し
て
い
ま
す
。
既
に
そ
の
時
、
日
野

は
薬
の
ま
ち
に
な
っ
て
お
り
、
日
野

椀
の
歴
史
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
「
氏
郷
転
封
起
原
説
」
が
有
力

に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

連続講座（1）

日野商人の謎に挑む
─近年の調査結果から─
日時：平成26年1月26日　
場所：日野町公民館
講師：近江日野商人館館長　満田 良順 氏

て
は
、「
日
野
は
会
津
92
万
石
の
領
主

と
な
っ
た
蒲
生
氏
郷
の
故
郷
で
あ
り
、

楽
市
令
が
敷
か
れ
、
商
工
業
が
栄
え

た
。
氏
郷
の
伊
勢
松
坂
や
会
津
へ
の

転
封
後
も
、
蒲
生
氏
と
日
野
町
民
と

の
関
係
は
、
行
商
を
通
じ
て
密
接
で

あ
っ
た
」（
同
志
社
大
学
『
社
会
科

学
』）と
い
う
説
が
有
力
で
す
が
、
氏

郷
が
伊
勢
松
坂
へ
転
封
に
な
っ
た
の

　

江
戸
中
期
説
で
は
、
薬
の
町
に
な

り
、
全
国
に
販
売
す
る
こ
と
で
商
人

が
登
場
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

時
代
で
も
、
お
椀
の
方
が
全
国
に
た

く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
近
江
商
人
の
人
数
分

布
図
で
は
、五
個
荘
が
一
番
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す（
２
頁
分
布
図
参
照
）が
、

近
年
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
時
代
別

出
店
者
数
は
日
野
商
人
が
一
番
多
く
、

1
0
1
2
店
が
確
認
出
来
ま
す
。
従

来
、日
野
商
人
の
出
店
は
、約
2
5
0

店
舗
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

昭
和
５
年
に
全
国
一
斉
調
査
を
し
た

結
果
で
、
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
か
ら
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
商
人

の
数
も
一
番
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

記
録
に
よ
る
と
、
日
野
商
人
が
初

め
て
登
場
す
る
の
が
、
１
６
２
６
年

で
、八
幡
と
の
時
間
差
は
な
く
、江
戸

日野の人々に敬愛される蒲生氏郷の像
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新
し
い
日
野
商
人
起
原
説
―
氏
郷
の
転
封
で
さ
び
れ
た
日
野
の
ま
ち

初
期
か
ら
活
動
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
も
、元
禄
３（
１
６
９
０
）

年
に
日
野
商
人
の
組
合
、「
日
野
大
当

番
仲
間
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。　

　

正
徳
２（
１
７
１
２
）年
に
は
、
日

野
商
人
3
8
0
人
余
り
が
、
関
東

国
々
10
カ
国
程
へ
椀
売
り
に
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
時
、
日
野
商

人
の
主
要
商
品
で
あ
る
日
野
椀
を
つ

く
る
職
人
が
大
窪
町
に
３
９
０
軒
、

村
井
町
に
１
０
５
軒
な
ど
を
合
わ
せ

て
８
７
５
人
の
家
の
主
が
、
お
椀
産

業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

日
野
商
人
は
、
江
戸
初
期
か
ら
す
で

に
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
し
ま
す
。

ひ
も
の（
桧
物
）の
屋
敷
が
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
桧
物
と
い
う
の

は
ヒ
ノ
キ
も
の
で
、
塗
り
の
漆
器
か
、

あ
る
い
は
曲
物
か
木
工
の
食
器
が
つ

く
ら
れ
て
、
税
を
免
除
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
蒲
生
氏
郷
の
８
代
前
の

領
主
が
治
め
て
い
る
村
で
す
。
お
そ

ら
く
、
産
業
を
盛
ん
に
す
る
た
め
の

減
免
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

応
永
３（
１
３
９
６
）年
以
前
に
は

「
日
野
市い
ち

」と
い
う
定
期
市
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
定
期
市
は
、「
上
市
」
と

「
下
市
」
に
分
か
れ
、上
市
に
は
惟
喬

親
王
を
、
下
市
に
は
市
神
を
祀
っ
て

い
ま
す
。

　

惟
喬
親
王
を
祀
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
野
の
上
市
は
、
椀
類
の
集
散
市
場

で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。
延
徳

２（
１
４
９
２
）年
以
前
の
記
録
に
、

日
野
地
方
を
「
桧
物
ノ
里
」
と
呼
ん

で
い
る
記
録
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら

く
ヒ
ノ
キ
も
の
が
つ
く
ら
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。天
文
２（
１
５
３
３
）

年
ご
ろ
、
蒲
生
家
が
現
在
の
日
野
の

町
並
み
、
日
野
城
下
を
形
成
し
ま
す

が
、「
塗
師
町
・
堅
地
町
」
と
い
う
椀

職
人
を
集
め
て
住
ま
わ
せ
た
町
が
城

下
町
に
あ
り
ま
す
。

　

氏
郷
が
や
が
て
、天
正
12（
１
５
８

４
）年
に
伊
勢
松
坂
へ
転
出
す
る
と
、

日
野
城
下
は
非
常
に
衰
退
し
、
綿
向

神
社
の
日
野
祭
り
が
10
年
間
で
き
な

か
っ
た
ぐ
ら
い
に
さ
び
れ
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
蒲
生
氏
郷
に
よ
っ
て
日

野
商
人
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、

蒲
生
氏
郷
の
転
封
に
よ
っ
て
、
日
野

の
町
が
荒
れ
果
て
た
と
い
う
見
方
が

出
来
ま
す
。
蒲
生
氏
郷
の
転
封
さ
え

な
け
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
歴
史
の

展
開
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
元
和
年
間

（
１
６
１
５
～
１
６
２
３
）に
塗
師
屋

15
名
が
塗
師
町（
現
在
の
双
六
町
）に

移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

私
は
、「
第
二
次
椀
産
業
」
の
始
ま
り

と
捉
え
て
お
り
、
日
野
椀
を
行
商
に

歩
く
商
人
と
し
て
、
日
野
商
人
が
登

場
し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

寛
永
15
年（
１
６
３
８
）、『
毛
吹

草
』
に
「
日
野
の
特
産
物
と
し
て

『
五
器
』が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
椀

産
業
が
日
野
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。『
毛
吹
草
』

は
、
京
都
の
商
人
が
書
い
て
い
る
の

で
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
、
京
都
に
日

野
の
椀
が
売
ら
れ
て
い
た
と
推
定
で

き
ま
す
。

　

承
応
元
年（
１
６
５
２
）、「
因
幡

国
」（
現
在
の
鳥
取
県
）か
ら
日
野

椀
の
材
料
の
木
地
を
大
量
に
安
定
的

に
供
給
を
開
始
し
、
明
暦
年
間（
１

６
５
５
～
１
６
５
８
）に
は
、「
日
野

椀
之
中
興
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が

出
て
き
て
、
第
一
次
椀
産
業
が
衰
え

て
、
第
二
次
椀
産
業
が
非
常
に
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

薬
製
造
の
隆
盛
と
日
野
椀

　

元
保
元
年（
1
8
3
0
）年
ぐ
ら
い

に
、「
最
後
の
椀
づ
く
り
職
人
が
い

な
く
な
っ
た
」
と
い
う
記
録
が
見
ら

れ
、
薬
産
業
の
台
頭
で
日
野
椀
が
衰

退
し
ま
す
が
、
室
町
時
代
の
初
め
に

は
じ
ま
り
、
約
4
0
0
年
の
間
、
椀

が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
旧
永
源

寺
町（
現
東
近
江
市
）蛭
谷
、
君
ヶ
畑

に「
氏
子
駈
帳
」と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
日
本
全
国
の
椀

職
人
の
間
を
回
っ
て
寄
付
金
を
集
め

る
「
氏う
じ

子こ

駆か
り

」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
寛
文
５
年（
１
６
８
７
）

に
は
伊
予（
現
在
の
愛
媛
県
）松
山
の

細
谷
木
地
屋
、
寛
文
10
年（
１
６
７

２
）に
は
丹
後
の
国
、
元
禄
元
年（
１

６
８
８
）、
宝
永
４
年（
１
７
０
７
）、

に
は
因
幡（
現
在
の
島
根
県
）に
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
信
濃
と
か
美
作
、
甲
斐
も
見

ら
れ
、
か
な
り
全
国
広
い
と
こ
ろ
に

日
野
の
職
人
が
、
ウ
ル
シ
や
木
材
を

求
め
て
移
動
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
、
日
野
は
火

縄
銃
の
産
地
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

椀
木
地
を
運
ぶ
船
に
火
縄
銃
の
材
料

の
砂
鉄
が
積
み
こ
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
類
推
で
き
ま
す
。
中
国
山
地

か
ら
砂
鉄
が
非
常
に
た
く
さ
ん
採
れ

ま
す
の
で
、
日
野
椀
の
原
料
と
と
も

に
火
縄
銃
に
使
う
砂
鉄
が
運
ば
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
初
期
か
ら
盛
ん
に
製
造
さ
れ

た
日
野
椀
を
日
本
全
国
に
行
商
に
歩

い
た
こ
と
が
日
野
商
人
の
起
源
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
初
め
の
日
野
町
十
禅

寺
の
記
録
に
、「
税
を
免
除
さ
れ
た

全国に特約店を広げた「万病感応丸」の看板

開放的な日野大当番仲間の常宿簿
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群
馬
県
の
西
牧
関
所
の
資
料
に
は

大
変
細
か
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
日
野
商
人
が
通
っ
た
足

跡
が
た
く
さ
ん
み
つ
か
り
ま
し
た

　

近
江
日
野
で
大
量
生
産
さ
れ
た
椀

が
「
荷
物
十
三
駄
」、つ
ま
り
13
匹
の

馬
を
引
き
連
れ
て
行
っ
て
い
る
日
野

商
人
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
通
行
記
録

と
は
べ
つ
に
、
群
馬
県
の
資
料
に
は
、

奉
行
所
が
「
日
野
商
人
か
ら
物
を
買

う
な
」
と
い
う
指
令
が
出
し
て
、
日

野
商
人
を
閉
め
出
し
て
い
ま
し
た
。

日
野
商
人
は
、
販
売
方
法
に
も
工
夫

し
て
、
収
穫
時
に
代
金
の
決
済
を
す

る
方
法
で
商
品
を
販
売
し
た
の
で
、

購
入
す
る
農
民
の
借
金
が
溜
ま
り
、

最
終
的
に
は
田
畑
を
売
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
羽
目
に
な
る
の
で
役
人
は

日
野
商
人
を
排
斥
し
よ
う
と
し
た
の

で
す
。
仙
台
藩
で
も
同
様
の
こ
と
が

あ
っ
た
資
料
が
出
て
き
ま
し
た
。

「
先
年
よ
り
他
領
商
人
罷
越
候
処

　

其
内
近
年
甚
だ
盛
ん
に
商
売
仕

り　

頗
る
民
間
の
痛
み
候
者
ハ　

江
州
辺
よ
り
罷
越
商
人
共
に
御
座

候　

合
薬
小
間
物
と
取
合
せ　

木

綿
絹
布
の
類
持
参
仕
り　

手
代
等

の
者
数
十
人
に
相
分　

御
領
内

在
々
大
か
た
不
残
貸
売
り
仕
候
儀

に
相
聞
申
候　
（
中
略
）　

近
年　

右
の
貸
売
大
に
盛
に
相
成　

一
ヶ

所
に
て
も
十
両
二
十
両　

或
い
ハ

四
五
十
両
に
相
至
り
候
処
も
有
之

　

頗
る
相
痛
み
申
事
に
御
座
候
」。

　

日
野
商
人
は
、
関
東
平
野
の
奥
地

で
商
人
が
余
り
行
か
な
い
地
域
を
訪

ね
、
農
民
あ
る
い
は
漁
民
と
い
う
貧

し
い
人
を
対
象
に
一
番
安
物
の
椀
を

売
り
に
行
き
ま
し
た
。
庶
民
が
こ
う

い
っ
た
塗
り
物
を
使
い
始
め
た
こ
ろ

に
、
日
野
で
は
大
量
に
庶
民
用
の
椀

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

て
お
り
、
こ
れ
を
日
本
全
国
の
田
舎

へ
売
り
に
行
っ
た
の
で
し
た
。

　

山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
文
書
に
は
、

「
あ
る
日
突
然
、
江
州
日
野
か
ら
旅

人
が
や
っ
て
き
て
、
馬
に
た
く
さ
ん

椀
を
積
ん
で
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
を

お
宅
の
店
で
取
り
扱
い
ま
せ
ん
か
と

い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
来
て
、
そ
れ

を
引
き
受
け
て
、
椀
を
売
り
始
め
た
。

江
州
の
方
で
60
軒
余
り
の
小
売
店
に

そ
の
椀
を
卸
し
て
い
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

近
江
商
人
の
多
く
が
小
売
で
は
な

く
卸
売
り
で
あ
る
の
と
同
様
、
日
野

商
人
も
１
軒
、
１
軒
の
家
に
椀
を
売

る
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
卸
売

り
で
、
日
野
の
薬
も
卸
行
商
み
た
い

な
も
の
で
す
。

　

富
山
の
薬
売
り
は
、
配
置
売
薬
で

す
が
、
日
野
の
薬
の
売
り
方
は
、
人

の
集
ま
り
そ
う
な
商
店
あ
る
い
は
宿

屋
な
ど
に
、
薬
を
置
き
「
自
由
勝
手

に
売
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
、

玄
関
先
に
日
野
の
薬
の
看
板
を
掛
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」と
い
う
よ
う
に

売
る
の
は
他
人
に
任
せ
る
販
売
方
法

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

日
野
の
定
宿

　

日
野
商
人
の
定
宿
は
、
個
人
が
選

ん
だ
定
宿
で
は
な
く
、
大
当
番
仲
間

が
、
全
国
各
地
の
宿
場
町
に
指
定
し

た
組
織
的
な
宿
で
、
他
の
商
人
の
定

宿
と
は
区
別
さ
れ
、
北
は
福
島
県
か

ら
南
は
大
坂
ま
で
に
設
け
ら
れ
、
安

く
泊
ま
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
商
い

と
流
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
野
の
椀
を
群
馬
県
で
売
り
た
い

と
き
に
、
自
分
で
運
ぶ
の
は
大
変
で

す
か
ら
飛
脚
屋
さ
ん
に
頼
む
。
そ
の

と
き
に
日
野
商
人
の
定
宿
に
運
ん
で

お
い
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自

分
は
て
ん
び
ん
棒
１
本
だ
け
担
い
で
、

そ
の
便
で
ま
た
歩
い
て
行
く
と
い
う
、

そ
う
い
う
か
た
ち
で
定
宿
が
使
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

地
方
で
活
躍
し
た
日
野
商
人

　

八
幡
商
人
と
か
五
個
荘
商
人
は
、

時
代
は
違
い
ま
す
が
、
大
都
会
の
目

抜
き
通
り
で
商
い
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
野
商
人
は
あ
く
ま
で
、

地
方
都
市
の
酒
屋
の
お
や
じ
さ
ん
で

す
。
い
く
ら
大
金
持
ち
に
な
っ
て
も

日
本
の
経
済
を
動
か
す
よ
う
な
商
売

を
し
た
日
野
商
人
は
見
つ
か
ら
ず
、

地
方
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ほ
か
の
地
域
の
近
江
商

人
と
大
き
な
違
い
は
、
日
野
商
人
の

扱
い
商
品
の
生
産
が
地
域
社
会
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
八
幡
や
五
個
荘
と
異
な
り
日
野

で
は
、中
心
的
な
産
業
の
製
薬
は
、粉

薬
を
紙
で
包
む
、
あ
る
い
は
丸
薬
を

袋
に
詰
め
る
と
い
う
面
倒
く
さ
い
仕

事
を
、
農
民
と
か
町
民
の
家
で
、
夜

な
べ
仕
事
で
き
る
わ
け
で
、
現
金
収

入
が
地
域
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
八
幡
な
ど
の
よ
う
に
、
せ
い
ぜ

い
が
大
店
に
就
職
す
る
と
い
う
程
度

の
地
域
経
済
効
果
で
は
な
く
、
町
全

体
に
現
金
収
入
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
、
日
野
で
は
、
現
在
の
貨
幣
価
値

で
４
千
万
円
ぐ
ら
い
の
曳
山
を
作
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

「
出
店
経
営
の
特
徴
と
商
法
」

　

日
野
商
人
は
醸
造
業
を
中
心
に
し

て
、
な
お
か
つ
漆
器
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
一
つ
の
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
は
、
日
野
商
人
が
群
馬
、
埼

玉
、
栃
木
の
３
県
だ
け
で
も
、
江
戸

時
代
に
約
5
0
0
店
舗
の
店
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
造
り
酒

屋
、
あ
る
い
は
醤
油
、
味
噌
、
酢
を

つ
く
る
醸
造
業
で
す
。

　

酒
や
味
噌
を
工
場
で
生
産
し
、
別

に
店
を
設
け
て
、
そ
こ
で
味
噌
な
ど

を
売
っ
た
の
で
す
が
、
同
時
に
必
ず

質
屋
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
江
か
ら

い
き
な
り
関
東
平
野
で
店
を
持
つ
わ

け
で
す
か
ら
、
地
元
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
は
、
い
わ
ば
村
の
郵
便
局
の

よ
う
な
存
在
と
し
て
、
こ
こ
で
生
活

の
情
報
を
入
手
し
た
の
で
す
。

　

日
野
商
人
が
ほ
か
の
地
域
の
近
江

商
人
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、「
日
野

大
当
番
仲
間
」
と
呼
ば
れ
る
組
合
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
江
戸
時

代
に
日
野
大
当
番
仲
間
に
は
、
組
合

員
の
会
員
証
と
し
て
の
看
板
が
あ
り

ま
し
た
。
表
に
「
日
野
大
当
番
」
と

書
か
れ
、
偽
の
組
合
員
が
出
な
い
よ

う
に
、「
江
州
日
野
商
い
仲
間
往
来

印
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
往
来

印
」
で
す
の
で
、
全
国
で
行
商
と
か

商
売
を
す
る
と
き
に
、
こ
れ
を
懐
に

忍
ば
せ
て
行
く
と
、
身
分
証
明
書
に

な
る
の
で
す
。

　

裏
に
組
合
員
の
名
前
が
書
か
れ
、

通
し
番
号
も
入
っ
て
い
ま
す
。
日
野

大
当
番
と
い
う
も
の
の
、
五
個
荘
や

八
幡
、
あ
る
い
は
京
都
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
か

ら
、
日
野
大
当
番
に
加
盟
し
て
く
る

の
で
す
。組
合
費
は
非
常
に
安
く
、組

合
費
さ
え
払
え
ば
組
合
員
に
な
れ
る

と
い
う
利
益
独
占
団
体
で
は
な
い
組

合
を
持
っ
て
い
た
の
が
日
野
商
人
の

特
徴
で
す
。�　
（
満
田
氏
講
演
終
了
）

日
野
商
人
の
活
動
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近
江
商
人
博
物
館
に
中
世
の
商
人

の
姿
を
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
り
ま

す
が
、
横
山
景
三
や
フ
ロ
イ
ス
が
見

た
中
世
の
商
人
像
か
ら
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

横
川
景
三
が
、応
仁
２
年（
１
４
６

８
）「
荷
を
担
ぐ
人
夫
は
百
人
あ
ま
り
、

警
護
の
武
士
は
６
、
70
人
、
荷
物
を

載
せ
た
駄
馬
は
そ
の
数
を
知
ら
ず
」

（『
小
補
東
遊
集
』）と
目
撃
し
た
山
越

商
人
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
織
田
信
長
の
招
き
を
受
け
、
岐

阜
の
城
下
町
へ
訪
れ
た
宣
教
師
の
ル

イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
、『
耶
蘇
会
士
日

本
通
信
』
に
「
其
の
出
入
り
の
騒
が

し
き
こ
と
、
バ
ビ
ロ
ン
の
混
雑
に
等

し
く
、
各
国
の
商
人
、
塩
布
そ
の
他

商
品
を
馬
に
付
け
来
集
し
家
は
雑
踏

に
し
て
何
も
聞
こ
え
ず
」
と
書
か
れ

て
お
り
、こ
れ
ら
か
ら
、
非
常
に
盛
況

に
、
活
発
に
、
あ
る
い
は
、
慌
た
だ
し

い
よ
う
な
感
じ
の
商
業
が
、中
世
に
は

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
10
世
紀
に
貨
幣
が
中
国

か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

中
世
の
商
人
の
実
像

連続講座（2）

近江商人のルーツ・
中世の小幡商人の謎
日時：平成26年3月15日
場所：東近江市近江商人博物館　　　
講師；東近江市近江商人博物館学芸員 林　純 氏

り
、商
業
の
発
達
と
と
も
に
、貨
幣
の

需
要
が
高
ま
り
、
多
様
な
流
通
形
態

が
発
生
し
、
商
業
の
在
り
方
も
複
雑

化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鎌
倉

時
代
の
後
期
以
降
、
特
に
近
畿
地
方

の
各
地
で
、
百
姓
層
の
集
住
化
が
進

み
、地
縁
、血
縁
的
な
つ
な
が
り
を
深

め
た
「
惣
」
が
出
現
し
ま
す
。
惣
は
、

乙お
と

名な

と
呼
ば
れ
る
、
長
老
層
た
ち
が

村
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
等

原
則
の
中
で
連
帯
意
識
に
よ
り
結
合

し
、
自
治
意
識
が
高
ま
っ
た
集
落
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
東
近
江
市

の
4
2
1
号
線
沿
い
の
「
得
珍
保
」

と
い
う
集
落
は
、
商
業
に
従
事
し
た

者
が
多
く
、
彼
ら
は
「
保
内
商
人
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
村
の
今
堀

日
吉
神
社
に
は
中
世
商
業
史
研
究
に

重
要
な
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
』（
重

要
文
化
財
）が
残
り
、
当
時
の
商
人

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

中
世
商
業
の
原
理
と
流
通
シ
ス
テ
ム

　

こ
の
史
料
に
「
商
売
道
の
古
実
」

と
書
い
て
お
り
ま
す
が
、「
諸
国
の
津

湊
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ
で
商
売
す

る
権
利
が
あ
り
、
扱
う
商
品
は
多
く

あ
る
が
、
個
々
の
商
品
に
座
が
あ
っ

て
、
そ
の
座
の
も
の
し
か
扱
え
な
い
。

市
売
や
里
売
ま
で
、
全
て
商
売
道
の

古
実
と
決
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

商
品
ご
と
に
、あ
る
い
は
、商
い
す

る
場
所
ご
と
に
権
利
が
あ
っ
て
、
そ

の
権
利
を
持
つ
座
の
も
の
で
な
け
れ

ば
、
そ
の
商
い
が
で
き
な
い
と
い
う
、

中
世
商
業
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る

言
葉
で
す
。

　

中
世
で
は
日
本
全
国
、
あ
る
い
は

近
江
全
体
を
支
配
す
る
と
い
う
領
主

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
各
地
の

領
主
や
自
治
組
織
が
、
街
道
や
港
に

関
所
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、
通
行
料

を
徴
集
す
る
こ
と
が
大
き
な
財
源
と

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
抗

し
た
商
人
た
ち
は
、
商
人
団
や
座
を

組
織
し
て
、「
市
津
料
」「
市
庭
沙
汰

用
途
」、を
ま
と
め
て
領
主
に
払
っ
て
、

そ
れ
で
通
行
権
や
営
業
権
の
保
証
を

領
主
に
も
ら
っ
た
の
で
す
。

小
幡
商
人
の
活
躍

　

湖
東
地
方
か
ら
伊
勢
方
面
に
商
い

に
行
く
商
人
を
四
本
商
人
、
あ
る
い

は
山
越
商
人
と
呼
び
、小
幡
商
人
、蒲

生
町
の
石
塔
商
人
、
愛
知
川
・
愛
荘

町
に
い
た
沓
掛
商
人
、
今
堀
日
吉
の

保
内
商
人
、
こ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
伊
勢
へ
の
商
い
を
す
る
権
利
を
持

ち
、
八
風
街
道
、
千
草
峠
を
通
っ
て
、

伊
勢
に
向
か
い
、
麻
糸
、
紙
、
木
わ

た
、陶
磁
器
、曲
げ
物
、油
を
取
る
菜

種
、
胡
麻
、
わ
か
め
、
一
切
の
鳥
の

　

近
江
商
人
と
し
て
の
歴
史
は
一
番
新
し
い
と
さ
れ
る
五
個
荘
商
人
で
あ
る
が
、

実
は
、
多
く
の
近
江
商
人
の
ル
ー
ツ
は
、
東
近
江
市
小
幡
に
あ
る
と
い
う
。
戦

乱
の
地
と
な
っ
た
近
江
の
歴
史
の
背
景
や
地
理
的
条
件
が
中
世
以
降
、
商
い
の

ベ
ー
ス
が
す
で
に
生
ま
れ
、
海
外
と
の
交
易
も
早
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
江
戸
時
代
以
前
の
近
江
の
商
業
事
情
を
近
江
商
人
博
物
館
で
の
長
年

の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
林
学
芸
員
が
紹
介
。

重要文化財の中世商業資料を有する「今掘日吉神社」
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物
、
の
り
の
類
い
、
一
切
の
魚
、
伊

勢
布
を
独
占
的
に
扱
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
時
期
、
五
箇
商
人
と

い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
五

個
荘
町
の
五
個
で
は
な
く
て
、
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
意
味
で
、
小
幡

商
人
、
彦
根
の
八は
っ

坂さ
か

商
人
・
薩
摩
商

人
、
近
江
八
幡
の
田
中
江
商
人
、
琵

琶
湖
を
挟
ん
で
対
岸
の
高
島
の
南
市

商
人
が
属
し
、
若
狭
方
面
の
物
資
を

仕
入
れ
て
、
琵
琶
湖
か
ら
、
京
都
へ

運
ぶ
と
い
う
権
利
を
有
す
る
商
人
で

し
た
。
そ
の
独
占
的
に
扱
え
る
商
品

が
塩
合
物
い
わ
ゆ
る
塩
魚
で
す
。

　

小
幡
商
人
は
、
こ
の
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
属
し
、
し
か
も
、
商
人
を

相
手
に
売
る
卸
売
り
と
、
村
人
相
手

に
売
る
小
売
と
両
方
を
兼
ね
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
近
江
一
円
で
商
売

が
で
き
る
し
、
誰
に
で
も
売
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
、
非
常
に
圏
域
の

広
い
特
権
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

安
土
城
下
町
と
織
田
信
長
の�

�

経
済
政
策

　

さ
ら
に
も
っ
と
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
起
き
ま
す
。
天
正
４
年
に
織
田

信
長
が
全
国
平
定
を
も
く
ろ
ん
で
、

安
土
城
を
つ
く
り
ま
す
。
山
頂
に
は

巨
大
な
天
主
を
巡
ら
せ
て
、
郭
を
山

の
中
に
い
っ
ぱ
い
設
け
ま
す
。
そ
の

安
土
城
の
南
側
の
湿
地
帯
を
埋
め
立

て
て
城
下
町
を
築
き
ま
し
た
。

　

織
田
信
長
は
有
名
な
安
土
城
の
城

下
町
中
に
、『
安
土
山
下
町
中
掟
書
』

と
い
う
も
の
を
天
正
５
年
に
発
布
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、「
城
下

町
に
居
住
す
る
も
の
は
、
座
や
諸
役
、

保
内
商
人
の
台
頭
と
相
論

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
小
幡
商
人
に
対

抗
し
て
き
た
の
が
、
今
堀
日
吉
神
社

を
宮
座
と
す
る
保
内
商
人
で
、『
伝
後

白
河
天
皇
宣
旨
案
』
と
い
わ
れ
る
後

白
河
法
皇
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い

て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
権
利
が
あ
る
こ

と
を
た
て
に
、
他
の
商
人
の
権
利
を

奪
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

保
内
商
人
た
ち
は
相
論
、
裁
判
を

場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
へ
、

佐
々
木
六
角
氏
が
保
内
商
人
を
強
制

移
住
を
さ
せ
、
全
権
力
、
財
力
を
取

り
込
ん
だ
の
で
す
。
人
か
ら
恨
ま
れ

る
と
結
局
駄
目
に
な
る
と
い
う
よ
う

な
事
例
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

　

後
の
調
査
の
結
果
、
こ
の
文
書
は
、

偽
文
書
で
、
自
分
た
ち
の
権
利
を
主

張
せ
ん
が
た
め
に
、
こ
う
い
う
偽
物

を
つ
く
っ
て
、
保
内
商
人
が
商
売
を

進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

現
代
に
も
通
じ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

捏
造
、
リ
コ
ー
ル
隠
し
に
通
じ
る
よ

う
な
や
り
方
が
昔
で
も
あ
っ
た
の
か

と
思
い
ま
す
。

そ
の
領
主
で
あ
る
佐
々
木
氏
、
あ
る

い
は
比
叡
山
に
訴
え
出
て
、
次
々
と

勝
ち
進
み
、
保
内
商
人
以
外
の
商
人

は
ど
ん
ど
ん
権
利
を
失
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　

相
論
は
、
相
手
の
主
張
も
ち
ゃ
ん

と
残
し
て
い
ま
す
。
保
内
商
人
が
中

世
に
は
最
後
に
勝
ち
組
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
保
内
商
人
の
財
力
、
権
力

に
目
を
付
け
た
領
主
の
佐
々
木
六
角

氏
が
自
分
の
城
下
、
観
音
寺
城
下
に

住
ま
わ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
観
音
寺
城
の
南
側
の
石
寺
集

落
に
鎌
宮
奥
石
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
辺
の
近
く
に
石
寺
新
市
と
い
う

諸
公
事
、
座
、
組
合
に
属
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
記
し
て
い
ま

す
。「
諸
役
、
諸
公
事
」
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
税
金
や
、
臨
時
課
税
は
掛

け
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ

ゆ
る
「
楽
市
楽
座
令
」
で
、
誰
で
も

自
由
に
税
金
な
し
に
商
売
が
で
き
る

と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
商
人

の
城
下
へ
の
強
制
的
に
立
ち
寄
る
こ

と
を
求
め
、
東
山
道
に
通
ず
る
下
街

道
を
敷
い
て
、
東
山
道
を
通
る
こ
と

を
禁
じ
、
必
ず
安
土
に
寄
り
な
さ
い
。

と
し
、「
喧
嘩
、
口
論
、
押
買
、
押
売

等
の
禁
止
」
し
て
い
ま
す
。

　

商
人
に
と
っ
て
は
税
金
は
掛
け
な

中
世
商
業
の
変
質
と
終
焉

中世近江の市庭（いちば）と商人分布図
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い
。
誰
で
も
自
由
に
商
売
が
で
き
る
。

治
安
は
安
定
し
て
い
る
。
非
常
に
商

業
を
す
る
の
に
都
合
の
い
い
と
こ
ろ

が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
中
世
的
秩

序
の
中
で
商
売
を
し
て
い
た
四
本
商

人
、
五
箇
商
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど

が
安
土
城
下
に
集
約
し
た
の
で
す
。

　
八
幡
城
下
町
と
豊
臣
秀
吉
の
経
済
政
策

　

と
こ
ろ
が
、
織
田
信
長
は
天
正
10

年（
１
５
８
２
）に
本
能
寺
の
変
で
、

志
半
ば
に
倒
れ
、
安
土
城
も
灰
燼
に

帰
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
後
、豊
臣

秀
吉
は
、
近
江
の
国
を
支
配
す
る
目

的
で
、
甥
の
秀
次
に
、
天
正
13
年
に

八
幡
山
城
を
築
か
せ
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
非
常
に
寒
村
だ
っ
た
八
幡
に

八
幡
山
城
を
築
き
、
そ
の
山
裾
に
武

家
屋
敷
を
設
け
ま
す
。

　

そ
の
南
側
の
平
地
の
と
こ
ろ
に
、

碁
盤
の
目
状
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、

商
人
、
町
人
た
ち
を
集
中
的
に
住
ま

わ
せ
ま
す
。
町
人
が
住
む
と
こ
ろ
と
、

武
士
が
住
む
と
こ
ろ
の
間
に
、
八
幡

堀
と
い
う
堀
を
巡
ら
し
、
こ
の
堀
は

琵
琶
湖
に
通
ず
る
水
運
の
拠
点
に
な

る
と
と
も
に
、
侍
身
分
と
町
人
身
分

を
分
け
る
身
分
制
度
を
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
に
象
徴
す
る
境
と
い
う
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

安
土
城
に
は
商
人
は
全
て
東
山
道

を
通
ら
ず
に
下
街
道
を
通
れ
と
い
う

よ
う
な
通
知
が
出
て
い
ま
す
が
、
八

幡
城
も
琵
琶
湖
を
通
る
船
は
必
ず
八

幡
堀
を
通
れ
と
い
う
通
知
が
出
て
お

り
、
強
制
的
に
通
行
し
な
さ
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
商
業
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

八
幡
城
下
は
当
時
と
し
て
か
な
り

進
ん
だ
城
下
町
で
し
た
が
、
豊
臣
秀

吉
に
実
子
が
で
き
ま
す
と
、
秀
次
は

邪
魔
者
に
な
り
、
高
野
山
で
切
腹
を

命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
八
幡
は
お

殿
さ
ま
の
い
な
い
城
下
町
、
天
領
に

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
関
ヶ
原
の

合
戦
の
後
は
本
当
に
幕
府
直
轄
に
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
城
下
町
だ
っ
た
と
こ

ろ
が
、
お
殿
さ
ま
の
い
な
い
在
郷
町
、

八
幡
町
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

八
幡
の
城
下
町
で
、
安
土
に
集
め
ら

れ
た
商
人
た
ち
が
今
度
は
八
幡
に
移

り
住
ん
で
、
城
下
町
商
人
を
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
人
た

ち
の
最
大
の
顧
客
で
あ
っ
た
お
侍
さ

ん
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
状
態
と

な
っ
た
の
で
す
。

近
江
商
人
の
登
場

　

近
江
八
幡
市
に
、
小
幡
町
と
い
う

地
名
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
小
幡
商
人

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
移
住
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
最
上
屋
と
称
す
る
西
谷

善
太
郎
、
あ
る
い
は
、
綿
屋
と
称
す

る
西
村
嘉
右
衛
門
、
麻
屋
と
い
う
屋

号
を
持
つ
市
田
清
兵
衛
家
、
扇
四
の

中
村
四
郎
兵
衛
、
中
村
屋
と
い
う
屋

号
の
曾
我
石
三
郎
兵
衛
、
等
々
が
現

在
の
小
幡
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に

住
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

由
緒
あ
る
方
々
な
の
で
す
が
、
こ

う
い
う
人
た
ち
は
八
幡
町
が
開
か
れ

た
と
き
ぐ
ら
い
に
、
早
く
に
八
幡
町

に
進
出
し
て
、
城
下
町
商
人
と
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
幡
町
は
い

わ
ゆ
る
在
郷
町
に
な
り
、
そ
こ
に
い

た
商
人
た
ち
は
路
頭
に
迷
っ
て
し
ま

う
と
い
う
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

慶
長
５
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
以
降

は
武
士
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
城

下
町
に
い
た
商
人
た
ち
は
、
活
路
を
、

ど
ん
ど
ん
人
口
が
増
え
、
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
江
戸
に
求
め
た
の

で
す
。
あ
る
い
は
他
国
稼
ぎ
商
人
と

な
っ
て
全
国
へ
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
創
業
４
５
０
年
ほ
ど
の

西
川
産
業
さ
ん
は
、
江
戸
時
代
か
ら

現
在
ま
で
東
京
日
本
橋
に
あ
り
ま
す
。

八
幡
の
大
店
と
い
う
言
い
方
を
し
ま

す
け
れ
ど
も
、
日
本
橋
に
は
近
江
に

本
部
を
持
つ
八
幡
商
人
た
ち
が
、
江

戸
時
代
初
期
に
出
現
し
て
い
ま
す
。

　

廃
城
と
い
う
、
非
常
な
危
機
を

他
国
展
開
し
て
い
く
と
い
う
近
江
商

人
の
方
向
性
、
活
路
を
見
い
だ
し
て

い
っ
た
の
が
近
江
商
人
の
ル
ー
ツ
の

一
つ
で
す
が
、そ
れ
の
根
元
を
広
げ
る

と
、安
土
の
城
下
町
、さ
ら
に
は
東
近

江
に
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
中
世
の

商
人
、
な
か
ん
ず
く
小
幡
商
人
た
ち

の
足
跡
が
、
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

近
江
八
幡
市
の
日
牟
禮
八
幡
宮

に
『
安
南
渡
海
船
額
』
と
い
う
絵

馬
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
舟
の

ち
ょ
う
ど
右
端
に
屋
形
が
描
か
れ

て
い
て
、
そ
の
下
の
と
こ
ろ
に
、

頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
男
の
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小

幡
出
身
の
西
村
嘉
右
衛
門
の
次
男
、

西
村
太
郎
右
衛
門
と
い
う
方
で
す
。

　

朱
印
船
貿
易
で
、
安
南
、
い
ま

の
ベ
ト
ナ
ム
に
交
易
に
行
き
、
安

南
で
商
売
を
し
て
い
て
財
を
な

さ
れ
た
の
で
す
が
、
寛
永
12
年

（
1
6
3
5
）
に
日
本
の
幕
府
は

「
鎖
国
令
」
を
出
し
た
こ
と
で
、安

南
や
海
外
に
展
開
し
て
い
た
商
人

た
ち
も
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。　

　

こ
の
西
村
太
郎
右
衛
門
は
、
正

保
４
年（
1
6
4
7
）、
鎖
国
が
出

て
か
ら
数
年
後
に
長
崎
に
帰
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
上
陸
が
許
さ
れ

ず
、
泣
く
泣
く
望
郷
の
念
を
持
っ

て
、「
私
は
安
南
で
こ
の
よ
う
に
立

安
南
に
出
か
け
た
西
村
太
郎
右
衛
門

派
に
成
功
し
ま
し
た
よ
」
と
い
う

こ
と
を
、
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
に

見
て
も
ら
お
う
と
こ
の
額
を
絵
師

に
描
か
せ
て
、
ふ
る
さ
と
の
日
牟

禮
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

太
郎
右
衛
門
の
顕
彰
碑
が
、
い

ま
で
も
八
幡
山
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
八
幡
山

城
が
廃
城
に
な
っ
て
、
活
路
を
日

本
国
内
に
向
け
る
だ
け
で
は
な
く

て
、海
外
に
ま
で
目
を
開
い
て
、外

国
と
の
貿
易
に
自
分
の
可
能
性
を

託
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

一
つ
の
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　

近
江
商
人
と
い
う
の
は
非
常
に

保
守
的
な
面
を
持
つ
一
面
で
、
こ

う
い
う
先
取
の
気
性
と
い
う
も
の

が
一
つ
の
特
徴
な
の
か
と
思
い
ま

す
。
八
幡
商
人
は
ま
さ
し
く
、
そ

れ
の
特
徴
の
発
露
な
の
か
な
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。

八幡山に西村太郎右衛門の顕彰碑

日牟礼八幡宮の「安南渡海船額」
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徳
川
政
権
の
下
、
天
下
の
動
静
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
豊
富
な
資
金
力
と
個

人
の
強
い
倫
理
観
を
も
っ
た
八
幡
町
の
気
骨
あ
る
商
人
魂
を
描
い
た
小
説
『
お

上
に
た
て
つ
き
候
ー
近
江
商
人
た
ち
の
熱
き
闘
い
』
の
背
景
と
な
っ
た
八
幡
商

人
の
実
像
に
講
師
３
人
に
よ
る
鼎
談
で
迫
り
ま
す
。

　

近
江
商
人
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、
中

世
の
商
人
団
の
「
五
箇
商
人
」、「
保

内
商
人
」
が
あ
り
、
双
方
に
か
か

わ
っ
て
い
た
小
幡
商
人
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
小
幡
商
人
が
八
幡
に
移
り
住
み
、

八
幡
商
人
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

の
が
前
回
の
林
先
生
の
お
話
で
し
た
。

日
本
橋
で
軒
を
連
ね
た
八
幡
商
人

　

日
本
橋
界
隈
に
は
、西
川
産
業（
西

川
甚
五
郎
家
）、
近
三
商
事（
森
五
郎

兵
衛
家
）、
メ
ル
ク
ロ
ス（
西
川
庄
六

家
）等
々
が
、
い
ま
も
日
本
経
済
の

中
枢
と
し
て
、
日
本
橋
に
企
業
活
動

を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
八
幡
商
人
は
北
海
道
で

の
漁
場
開
発
や
東
北
の
山
形
や
福
島

に
も
店
を
か
ま
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
海
外
に
も
出
た
商
人
と
し
て
西
村

太
郎
右
衛
門
さ
ん
や
岡
地
さ
ん
な
ど

が
お
ら
れ
ま
す
。

　

八
幡
商
人
は
問
屋
制
家
内
工
業
の

促
進
と
い
う
こ
と
で
、
蚊
帳
、
畳
表

と
い
う
も
の
の
原
材
料
を
各
地
に

配
っ
て
、
生
産
し
て
、
そ
れ
を
京
都
、

連続講座（3）

気骨の八幡商人魂
─受け継がれる自主独立精神─
日時：平成26年５月17日㈯　場所：近江八幡市「酒游館」

大
坂
、
江
戸
と
い
う
大
消
費
地
に
売

り
歩
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
大
き

な
特
色
で
す
。
さ
ら
に
、
非
常
に
大

き
な
店
舗
を
都
市
部
に
展
開
し
、
海

外
に
も
目
を
む
け
る
と
い
う
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
八
幡
商
人
に
は

「
自
主
独
立
性
と
先
進
性
」
が
顕
著

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
の

テ
ー
マ
は
、
八
幡
商
人
の
気
骨
と
い

う
お
話
に
な
り
ま
す
が
、
自
治
体
と

し
て
の
自
尊
心
、
独
立
心
と
い
う
の

は
非
常
に
旺
盛
で
し
た
。

　

城
下
町
か
ら
在
郷
町
に
な
っ
た
八

幡
の
中
で
、
町
人
が
い
ろ
ん
な
自
治

を
つ
か
さ
ど
る
の
で
す
。
そ
の
と
き

に
代
官
所
に
対
し
て
申
し
送
り
を
し

た
り
、
陳
情
し
た
り
と
い
う
こ
と
を

全
部
、
町
人
が
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
物
語
と
な
っ
た
の

が
『
お
上
に
た
て
つ
き
候
』
と
い
う

小
説
で
、
徳
川
家
康
の
朱
印
状
騒
動

が
こ
の
小
説
の
題
材
で
す
。
本
日
の

D
V
D
は
、
川
端
家
に
伝
わ
る
『
池

井
蛙
口
記
』
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

八
幡
商
人
に
つ
い
て

�

解
説
　
岩
根
順
子
（
三
方
よ
し
研
究
所　

専
務
理
事
）

　

近
江
八
幡
は
琵
琶
湖
に
面
し
た

ヨ
シ（
葦
）の
原
で
あ
っ
た
。
安
土

の
住
人
を
移
し
て
つ
く
ら
れ
た
八

幡
の
ま
ち
は
、
秀
次
亡
き
後
、
権

力
に
保
護
さ
れ
る
時
代
を
再
び
迎

え
る
こ
と
は
な
く
、
八
幡
の
人
々

は
自
主
自
立
の
厳
し
さ
を
身
に
付

け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

八
幡
は
幕
府
の
天
領
で
あ
っ
た

時
代
も
、
朽
木
藩
や
尾
州
藩
の
領

地
に
転
々
と
し
た
時
代
も
、
代
官

支
配
の
枠
組
み
の
中
で
は
あ
っ
た

か
、惣
の
制
度
、つ
ま
り
自
治
の
機

運
が
非
常
に
強
い
土
地
柄
で
あ
っ

ビ
デ
オ
『
八
幡
騒
動
』
の
概
要

た
。
加
え
て
、
近
江
商
人
の
故
郷

と
し
て
の
豊
か
な
経
済
力
が
、
自

治
の
機
運
を
し
っ
か
り
と
支
え
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
幡
騒
動
に

関
し
て
現
存
す
る
唯
一
の
史
料
が

池
田
町
の
川
端
家
に
伝
わ
る
。
４

代
目
の
薬
屋
五
兵
衛
の
日
記
、
上

下
２
巻
で
あ
る
。

　

時
代
は
飢
饉
が
続
く
天
明
六
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
、
町
衆
が
提

案
し
た
大
胆
な
町
政
改
革
を
一
人

の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
な
く
役
所

に
公
認
さ
せ
町
民
が
凱
歌
を
勝
ち

取
っ
た
戦
い
の
足
跡
で
、
筆
者
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
筆
耕
か
ら
こ
の
騒

動
が
綿
密
に
計
画
さ
れ
、
確
か
な

見
通
し
を
持
っ
た
余
裕
の
あ
る
闘

争
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
日

本
で
も
珍
し
く
勝
利
し
た
町
衆
一

揆
は
、
近
江
八
幡
市
民
が
も
っ
と

も
誇
り
え
る
伝
統
と
い
え
る
。

　

ビ
デ
オ
は
川
端
家
10
代
当
主
の

川
端
五
郎
兵
衛
さ
ん
と
竹
本
幸
之

祐
氏
と
の
出
会
い
で
誕
生
し
た
。

ま
す
。

よ
み
が
え
る
近
江
八
幡
の
会
の
活
動

岩
根　

こ
の
ビ
デ
オ
は
40
年
ぐ
ら
い

前
の
も
の
で
し
ょ
う
か
、
川
端
さ
ん

い
き
さ
つ
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

川
端　

昭
和
47
年
の
秋
、
竹
本
幸
之

祐
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
が
契
機
で
、

近
江
八
幡
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
竹
本
さ

ん
は
、
八
幡
堀
の
話
や
当
時
進
ん
で

い
た
中
規
模
年
金
保
養
基
地
の
構
想

に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
っ
て
、「
こ
れ

は
、ぜ
ひ
と
も
八
幡
の
気
骨
を
、も
う

少
し
表
に
出
し
て
、
よ
み
が
え
ら
せ

な
き
ゃ
い
け
な
い
ね
」
と
お
っ
し
ゃ

り
「
よ
み
が
え
る
近
江
八
幡
の
会
」

を
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に

『池井蛙口記』
左、川端家所蔵の文書で、「池井蛙口」
は、チセイ（治政）の悪口というふう
にも読める。右は、徳川家康朱印状

川端五兵衛氏：�株式会社ダイゴ会長、元近江八幡市市長。青年会議所時代、八幡堀の復活に尽力。 
 著書『まちづくりはノーサイド』

尾賀康裕氏：�株式会社尾賀亀代表取締役。ハートランド推進財団理事長として、近江八幡独自 
 のまちづくりを目指し、市民による自発的な活動を支援。　

進　　　　行：岩根順子氏。三方よし研究所専務理事。
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必
要
が
な
く
な
り
、
下
水
な
ど
が
流

入
し
て
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
、
近
所
の

人
た
ち
は
、
ヘ
ド
ロ
で
臭
く
て
た
ま

ら
な
い
し
、
市
民
の
人
も
、
と
に
か

く
何
と
か
し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な

惨
状
で
し
た
。

　

市
長
選
挙
や
市
会
議
員
の
選
挙
で

の
公
約
の
筆
頭
が
、
八
幡
堀
問
題
で

し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
予
算
し

か
付
か
ず
、
誰
も
が
解
決
で
き
な
い

ま
ま
に
任
期
を
終
え
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
近
江
八
幡
青
年
会
議
所
が
立

ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
昭
和
44
年
頃
、

地
元
住
民
の
署
名
運
動
か
ら
始
ま
り
、

２
４
０
０
名
の
署
名
を
元
に
国
の
認

可
と
し
て
堀
の
埋
め
立
て
が
始
ま
る

な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
八
幡
掘
の

復
活
や
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
資
金
へ
と
進

展
し
て
い
き
ま
し
た
。
八
幡
堀
が
完

成
し
た
ら
、
こ
の
運
動
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

岩
根　

当
時
は
、
琵
琶
湖
総
合
開
発

が
進
ん
で
い
て
、
八
幡
堀
を
埋
め
て

し
ま
お
う
と
い
う
頃
で
し
た
か
？ 

川
端　

昔
の
八
幡
堀
は
き
れ
い
な
風

景
で
、
堀
に
面
し
て
座
敷
が
あ
り
、

窓
や
ふ
す
ま
を
、
格
子
を
開
け
れ
ば
、

き
れ
い
な
姿
が
見
え
た
の
で
し
た
が
、

昭
和
30
年
代
頃
か
ら
八
幡
堀
を
使
う

ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
時
、
青
年
会
議
所
の
先
輩

か
ら
「
八
幡
掘
を
ど
う
す
る
か
、
陳

情
書
を
つ
く
れ
」
と
い
う
命
令
が
あ

り
、「
八
幡
堀
は
、
い
ま
ま
で
は
流
通

の
大
動
脈
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ

か
ら
は
八
幡
の
人
間
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
堀
は
埋
め

た
瞬
間
か
ら
後
悔
が
始
ま
る
。
し
た

が
っ
て
埋
め
る
前
に
残
す
方
策
を
」

と
い
う
陳
情
書
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
所
に
日
参
し
、
さ
ら

に
７
３
０
０
名
の
署
名
を
３
日
で
集

め
、
滋
賀
県
に
八
幡
掘
修
景
計
画
図

を
も
っ
て
掛
け
合
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
修
景
図
は
当
時
京
都
大
学

工
学
部
の
西
川
幸
治
先
生
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
西
川
先
生

を
紹
介
い
た
だ
い
た
の
が
宇
野
宗
佑

さ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
私
た
ち
の
運
動
に
対
し

て
、「
何
の
た
め
に
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
」
と
い
う
人
が
少
な
く
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
、「
死

に
が
い
の
あ
る
ま
ち
、
都
市
空
間
に

す
る
た
め
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

な
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
八
幡
堀

を
考
え
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

八
幡
堀
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

も
う
一
生
後
悔
す
る
。
と
訴
え
た
の

で
し
た
。

　

や
が
て
、
ヘ
ド
ロ
の
堀
が
よ
み
が

え
り
、
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
や
、

か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
、

八
幡
掘
の
修
景
保
存
が
進
み
ま
し
た
。

近
江
八
幡
は
「
本
店
ま
ち
」
で
情
報

の
再
生
産
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
八
幡
塾
」
や
「
よ
み
が
え
る
八
幡
の

会
」に
よ
っ
て
、特
性
あ
る
都
市
基
盤

の
整
備
と
豊
か
な
市
民
性
を
養
っ
て

い
く
こ
と
で
死
に
が
い
の
あ
る
町
を

作
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。
つ

ま
り
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
復
活
で

す
。

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団

岩
根　

八
幡
堀
が
よ
み
が
え
り
、
街

づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
推
進
財
団
は
、
い
ま
尾
賀
さ
ん

が
理
事
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

尾
賀　

昭
和
58
年
に
任
意
団
体
の

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
資
金
会
議
が
始
ま
り

で
す
。
八
幡
堀
の
修
景
保
存
に
始
ま

り
、
中
規
模
の
厚
生
年
金
セ
ン
タ
ー

建
設
問
題
、
水
郷
、
西
の
湖
の
保
全

に
関
係
し
、
近
江
八
幡
駅
改
修
時
に

も
「
よ
み
が
え
る
八
幡
の
会
」
が
動

き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
た
だ
意
見
を
言

う
だ
け
で
は
あ
か
ん
。
口
を
出
す
な

ら
、
金
も
出
せ
と
い
う
ふ
う
な
発
想

で
出
来
上
が
っ
た
の
が
ハ
ー
ト
ラ
ン

ド
資
金
会
議
で
す
。
普
通
な
ら
、
行

政
に
金
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

い
う
話
に
な
る
の
で
す
が
、
当
時
の

近
江
八
幡
は
大
変
貧
乏
で
し
た
の
で
、

わ
れ
わ
れ
で
集
め
た
の
で
す
。

八
幡
の
将
来
展
望

岩
根　

自
分
た
ち
の
お
金
で
、
知
恵

で
動
く
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
近

江
商
人
の
気
概
で
す
ね
。

川
端　

朝
鮮
通
信
使
の
接
待
に
ま
つ

わ
る
話
が
あ
り
ま
す
。
近
江
八
幡

は
そ
れ
こ
そ
、
諸
役
御
免
と
い
う

こ
と
で
、
通
信
使
の
供
応
に
関
し

て
負
担
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
が
、

1
7
1
9
年（
享
保
4
）に
彦
根
で
昼

食
を
さ
れ
る
準
備
を
八
幡
に
沙
汰
が

あ
り
、
急
遽
整
え
た
の
で
す
が
、
当

時
、
相
当
な
支
出
で
し
た
が
、
誰
に

請
求
す
る
こ
と
も
出
来
ず
に
、
泣
き

寝
入
り
し
て
い
た
の
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
2
年
後
に
京
都
の
役
所
か
ら

呼
び
出
し
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
必

要
経
費
を
支
払
う
と
い
う
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
ま
さ
ら
受
け
る
の
も

ど
う
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
結

果
、
合
議
の
上
、
こ
の
金
で
基
金
が

出
来
、
利
息
を
支
払
い
、
基
金
を
増

や
し
て
い
く
、「
講
」
の
よ
う
な
も
の

と
し
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
ハ
ー
ト

ラ
ン
ド
資
金
は
3
0
0
年
前
に
す
で

に
八
幡
で
は
作
ら
れ
て
い
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岩
根　

尾
賀
さ
ん
は
、
納
税
協
会
の

会
長
と
い
う
お
立
場
で
す
が
、
も
し

も
八
幡
が
今
、
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

尾
賀　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
行
政
か

ら
の
お
金
は
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ハ ー ト ラ ン ド 資 金 会 議 趣 意 書
「ハートランドの近江八幡の資金とは、心のふるさと、ふれあいの近
江八幡の、よりよきまちづくりを目指して、全て知恵と資金を出し合
う市民の活動資金である。個性あるまちづくり、住んで誇りに思うま
ちづくりこそ、地方の時代の先覚（？）スローガンとして、うたわれ
てから、すでに久しい。
　近代商業の基礎を確立し、世界の雄飛した近江商人を生んだまち、
近江八幡。（中略）しかし、先人の残した輝かしい文化遺産や、この
美しい風土は、これを正しく受け継ぐ努力を怠ってはならない。
　新しい文化への基盤を整備しようとする市民の役割として、正しく
認識し、まちを愛する心を持ちたい。そのまちに住み暮らす者として
の義務であり（中略）、地方財政の危機と言われるいまこそ、市民が、
市民のためのまちづくりに何をすべきかを考え、単に行政にもの申す
という考え方から、住民主導型として行政と共に考え、知恵と資金を
最大限に投資することを、ハートランド近江八幡資金（市民活動資
金）会議の趣旨とするものであります」。

　まさしく自分たちでお金を出そう。市の金は要らないということで、
スナックにも、「ハートランド資金」と書いた手づくりの箱が置いて
あるという具合で、1,300万円集まりました。その後近江八幡市から
の財源もあり、現在は5,000万円の財源がベースです。
　財団としての大きな事業はかわらミュージアムの設立がありますが、
「八幡塾」の復活も進行中で、先日は安土で開催しています。ベース
は、住民が自分のお金と知恵を使ってまちづくりをしていこうという
のがいまのハートランド財団の本来の趣旨です。
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自
身
で
稼
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な

い
組
織
で
す
。
さ
ら
に
今
、
八
幡
で

は
、
株
式
会
社
ま
っ
せ
を
作
り
ま
し

た
。
市
の
方
も
出
資
し
て
く
れ
て
い

ま
す
が
、資
本
金
約
５
千
万
円
。こ
れ

は
ま
っ
た
く
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
、
い

ま
市
民
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
事
務

局
も
、
市
民
の
公
募
で
す
。「
ま
っ

せ
」
は
、
左
義
長
の
「
ま
っ
せ
ま
っ

せ
」
で
、
単
純
な
名
前
で
す
が
、
い

い
名
前
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

工
会
議
所
に
事
務
局
を
置
き
、
か
わ

ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
指
定
管
理
者
、
全

て
わ
れ
わ
れ
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
ま
っ
せ
」
は
、ま
っ
た
く
資
金
的
な

裏
打
ち
が
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
で

稼
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
。

　

こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
本
店
ま
ち
。

つ
ま
り
、
財
務
の
拠
点
で
あ
り
、
教

育
の
拠
点
で
あ
り
、
経
営
の
拠
点
で

あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
育

て
て
、
東
京
、
昔
の
江
戸
と
か
大
坂

か
の
店
に
送
り
込
ん
で
商
売
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
あ

く
ま
で
も
お
金
を
集
中
さ
せ
て
、
ど

う
運
営
し
て
い
く
か
い
う
こ
と
を
考

え
続
け
て
き
た
の
が
近
江
八
幡
で
す
。

　

近
江
八
幡
で
は
小
売
り
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
友
人
が
、
八
幡
神
社
の
近
く

で
物
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。
お

ま
え
、
も
っ
と
観
光
客
に
物
を
売
れ

よ
と
言
っ
た
ら
、「
僕
は
な
、
い
ま
ま

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
こ
の
上
も
、

ず
っ
と
観
光
客
に
物
を
売
っ
て
飯
食

う
て
へ
ん
の
や
。
僕
は
、
八
幡
の
人

に
、
こ
れ
を
使
っ
て
も
う
て
生
き
て

い
る
ん
や
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

せ
え
へ
ん
」
と
。
こ
う
い
う
ふ
う
な

気
概
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

岩
根　

八
幡
の
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ち
ょ
う

ど
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
委
員
会
が
発
足
し

た
平
成
元
年
ご
ろ
、
川
端
さ
ん
と
盛

岡
で
ご
一
緒
で
、
そ
の
と
き
に
熱
っ

ぽ
く
商
業
博
物
館
構
想
を
お
話
し
さ

れ
た
の
を
、
い
ま
思
い
出
し
ま
し
た
。

尾
賀　

今
日
は
面
白
い
資
料
を
も
っ

て
き
ま
し
た
。「
昭
和
２
年
度
特
別
税

個
別
割
合
賦
課
額
決
議
書
」
と
い
う

の
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　

昭
和
２
年
と
い
う
と
金
融
恐
慌
の

年
で
、
取
り
付
け
騒
ぎ
な
ど
も
あ
り
、

特
別
税
を
取
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。

　
「
現
住
者
の
所
得
額
お
よ
び
資
産

の
状
況
を
斟
酌
し
、
各
課
税
額
を
定

め
各
自
申
告
せ
し
も
の
と
す
る
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
で
は
、
１
、５
８
４
戸

あ
っ
て
、そ
の
平
均
が
、当
時
で
23
円

74
銭
の
税
金
が
課
せ
ら
れ
た
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
御
三

家
が
、大
杉
町
の
西
川
甚
五
郎
、新
町

一
丁
目
の
森
五
郞
兵
衛
、
西
川
庄
六

の
三
軒
だ
け
が
千
円
以
上
２
８
８
１

円
64
銭
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
池
田
町
５
丁
目
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、

１
８
１
円
で
す
。

川
端　

当
時
の
八
幡
商
人
は
江
戸
の

初
期
か
ら
、
ず
っ
と
大
商
人
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
御
三
家
は
、
い
ま
も
日
本
橋

で
元
気
に
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
恐
慌
時
代
も
、
し
っ
か
り
と
納

税
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
八
幡
商

人
の
中
に
は
、
残
念
な
が
ら
株
で
失

敗
し
た
と
か
、
先
祖
が
遊
ん
で
い
て
、

あ
か
ん
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
そ
ん

な
近
江
八
幡
商
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
一
般
市
民
の
百
倍
の
税
金
を
納

め
る
ぐ
ら
い
の
、
お
金
持
ち
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

岩
根　

面
白
い
お
話
で
。

　

近
三
、
い
わ
ゆ
る
森
五
さ
ん
は
、

村
野（
藤
吾
）さ
ん
の
設
計
な
の
で
す

ね
、
そ
ん
な
こ
と
も
、『
近
江
八
幡

市
史
』
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
市
市
史
は
、
自
治
を
単
独

で
扱
っ
て
い
る
珍
し
い
も
の
で
す
が
、

本
日
は
、
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
や
は
り
気
骨
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
八
幡
商
人
で
し
た
。

　

い
ま
、
た
ま
た
ま
お
話
が
あ
り
ま

し
た
、
ヴ
ォ
ー
リ
ス
さ
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
今
年
は
没
後
50
年
で
す
。
ま

た
秋
に
は
八
幡
を
中
心
に
、
ヴ
ォ
ー

リ
ス
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
期

待
で
き
る
ま
ち
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
近
江
八
幡
会
場
了
）

八幡堀
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琵
琶
湖
の
西
岸
、
高
島
か
ら
南
部
藩
に
出
か
け
た
高
島
商
人
の
足
跡
は
現
在

の
高
島
に
は
、
何
ら
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
東
北
に
出
か
け
、
郷
里
と
の
縁
を
残
さ
な
か
っ
た
の

か
？　

さ
ら
に
、
盛
岡
で
発
生
し
た
小
野
組
は
、
明
治
初
頭
に
は
日
本
経
済
を

揺
る
が
す
経
済
力
を
持
ち
な
が
ら
消
え
て
い
っ
た
そ
の
要
因
は
な
ん
だ
っ
た
の

か
？　

ま
す
ま
す
深
ま
る
高
島
商
人
の
発
祥
と
実
力
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

高
島
商
人
と
の
出
会
い

　

私
は
、
歴
史
学
の
研
究
者
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
五
個
荘
の
塚
本
喜
左

衛
門
家
の
歴
史
を
調
査
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
経
営
的

手
法
で
は
な
く
、
近
江
商
人
の
企
業

家
精
神
や
宗
教
意
識
に
関
心
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
、
高
島
商
人
と
の
ご

縁
も
、
近
江
か
ら
盛
岡
に
出
掛
け
た

村
井
市
左
衛
門
家
の
文
書
を
自
費
出

版
で
ま
と
め
ら
れ
た
書
籍
と
出
会
い
、

そ
れ
が
発
端
に
な
り
、
意
外
な
展
開

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

な
ぜ
高
島
商
人
は
盛
岡
を
目
指
し
た
か

連続講座（4）

東北・南部藩を支えた
高島商人─その発祥と実力の謎─
日時：平成２６年９月７日（日）
場所：高島ビレッジ１号館
講師　龍谷大学　窪田　和美　氏

　

村
井
市
左
衛
門
家
は
通
称
「
村

市
」と
言
い
ま
し
た
が
、明
治
以
降
は

商
売
を
辞
め
て
お
ら
れ
、
現
当
主
は

大
学
教
授
を
退
官
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
ど
う
も
近
江
商
人
の
場
合
、
本

業
か
ら
撤
退
す
る
と
没
落
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
先
祖
の
こ
と
を
話

さ
な
い
よ
う
で
、
公
表
も
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
村
井
さ
ん
は
、
自

宅
押
し
入
れ
の
葛
籠
か
ら
出
て
き
た

古
い
文
書
を
解
読
さ
れ
、
近
江
商
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
自
費
出
版
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
す
。

違
い
な
い
の
で
す
。

高
島
商
人
の
始
祖
は�

�

浅
井
家
の
家
臣
だ
っ
た

　

平
成
21
年
8
月
29
日
に
、
盛
岡
市

中
津
川
上
の
橋
西
詰
河
畔
に
「
近
江

商
人
来
盛
四
百
年
記
念　

始
祖　

草

鞋
脱
ぎ
場
」
の
記
念
碑
が
、
岩
手
県

人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
始
祖
と
い
う
の
が
、
村
井
新

七
、
小
野
権
兵
衛
、
村
井
市
左
衛
門

の
3
名
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が

高
島
商
人
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
こ
の
村
井

市
左
衛
門
さ
ん
で
、
通
称
「
村
市
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
高
島
か
ら
盛
岡
に
出
掛
け

た
の
が
こ
の
3
名
と
い
う
の
で
す
が
、

盛
岡
で
の
史
料
か
ら
、
実
は
彼
ら
よ

り
前
に
盛
岡
に
い
っ
た
近
江
の
人
が

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
田
中
清
六
さ
ん
と
い
う
鷹
買
い

商
人
で
、
高
島
郡
田
中
出
身
で
八
幡

城
築
城
に
尽
力
し
た
田
中
吉
政
の
一

族
で
、
の
ち
に
砂
金
な
ど
の
採
掘
で

豪
商
と
な
っ
た
人
で
す
。清
六
は
、金

買
商
人
だ
っ
た
父
と
と
も
に
北
国
海

運
に
従
事
し
て
お
り
、
天
正
18（
１

５
９
０
）年
頃
か
ら
北
前
船
を
使
っ

て
地
方
の
大
名
・
豪
族
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
加
賀
前
田
家
の
差
し
金

で
南
部
家
を
当
時
の
中
央
政
権
に
と

り
な
す
な
ど
、
南
部
信
直
に
京
都
の

情
報
を
伝
え
た
り
、
代
理
と
し
て
家

康
の
元
に
出
向
く
な
ど
南
部
家
と
非

常
に
近
い
関
係
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

　

慶
長
4（
１
５
９
９
）年
に
は
家

康
か
ら
北
国
中
の
諸
浦
で
の
諸
役
を

免
除
さ
れ
る
扱
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

当
時
、
南
部
で
は
砂
金
が
産
出
さ
れ
、

非
常
に
裕
福
な
財
政
状
況
で
し
た
が
、

　

近
江
は
、
全
体
と
し
て
は
耕
作
面

積
が
少
な
く
、
藩
政
時
代
、
長
男
は

祖
先
伝
来
の
田
畑
を
継
承
で
き
る
も

の
の
、
次
男
以
降
は
他
家
の
養
子
に

な
る
か
、
商
家
へ
奉
公
に
出
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
近
江
商
人
を
多
く
輩

出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
高
島
商
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
自
が
農
民
で
は
な
く
武
士
で

あ
っ
た
こ
と
が
、他
の
八
幡
商
人
、日

野
商
人
、
湖
東
商
人
と
比
べ
て
大
き

な
違
い
で
し
ょ
う
。

　

湖
西
地
域
は
、
湖
東
地
域
に
比
べ

る
と
、
気
象
条
件
や
地
理
的
条
件
が

農
耕
に
不
向
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑

う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
耕
作
地

が
な
い
の
で
他
国
に
商
い
に
出
掛
け

た
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
こ
の
地
域
か
ら
他
国
に
出

掛
か
け
た
商
人
が
す
べ
て
と
い
っ
て

い
い
ぐ
ら
い
盛
岡
、
南
部
藩
で
あ
っ

た
こ
と
に
特
別
の
要
因
が
あ
っ
た
に

盛岡市上の橋

盛岡城
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清
六
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
南
部
氏

は
近
世
大
名
に
な
り
え
た
と
い
え
ま

す
。

南
部
藩
と
高
島
商
人

　

三
戸
か
ら
盛
岡
に
や
っ
て
き
た
南

部
利
直
は
、
慶
長
4（
１
５
９
９
）年

初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
城
を

中
心
に
城
下
町
を
形
成
す
る
に
は
領

内
の
特
産
物
を
領
外
に
移
出
し
て
経

済
発
展
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

役
目
を
上
方
の
商
人
に
委
ね
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
は
北
前
船
商
人
を
城
下
で
優

遇
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
し
た
が
、

交
易
を
は
じ
め
て
み
る
と
、
近
江
商

人
に
は
行
商
を
通
じ
て
全
国
的
な
商

取
引
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

さ
ら
に
は
清
六
の
働
き
も
あ
り
、
南

部
利
直
は
慶
長
15（
１
６
１
０
）年
に

は
、
高
島
郡
出
身
者
に
盛
岡
に
来
る

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

大
阪
冬
の
陣
、
大
阪
夏
の
陣
の�

�

兵
站
が
縁
と
な
っ
て

　

高
島
商
人
は
、
関
が
原
の
戦
い
や

２
度
の
大
坂
の
陣
に
参
戦
し
た
南
部

家
の
兵
站
を
努
め
た
こ
と
が
一
層
、

南
部
家
と
の
関
係
が
深
ま
り
、
大
坂

夏
の
陣
の
前
前
年
の
慶
長
18（
１
６

１
３
）年
に
は
村
井
新
七
が
上
の
橋

に
土
着
し
た
の
で
し
た
。

　

一
方
、
南
部
氏
か
ら
２
０
０
石
を

受
け
る
２
代
目
清
六（
田
中
彦
右
衛

門
）は
、
大
坂
夏
の
陣
に
参
陣
す
る

な
ど
、
高
島
商
人
は
南
部
藩
と
の
深

い
つ
な
が
り
の
中
、
次
第
に
盛
岡
の

町
で
の
商
い
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で

し
た
。

南
部
藩
主
は
近
江
商
人
を
優
遇

　

盛
岡
は
風
光
明
媚
な
土
地
で
、
南

部
の
生
産
品
と
し
て
は
、
米
、
大
豆
、

材
木
、
生
糸
、
紅
花
、
紫
根（
紫
を

染
め
る
た
め
の
染
料
に
な
る
植
物
）

の
ほ
か
、
大
き
な
財
源
は
砂
金
や
銅

と
い
う
鉱
物
と
南
部
馬
で
し
た
。
大

事
な
財
源
を
扱
っ
た
清
六
が
重
宝
さ

れ
た
の
が
理
解
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
地
形
的
に
は
、
有
名
な
北

上
川
を
本
流
に
、
草
鞋
脱
ぎ
場
の
あ

る
中
津
川
、
米
内
川
な
ど
の
支
流
が

あ
る
の
で
す
が
、
た
び
た
び
洪
水
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
厳
寒
期
が

長
く
作
物
の
生
育
不
良
や
飢
餓
も
あ

り
、
大
火
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
南

部
藩
の
城
下
町
作
り
に
は
40
年
を
要

し
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
藩
主
は
、
領
外
商
人
の
力

を
南
部
藩
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に

期
待
し
、
と
り
わ
け
、
近
江
商
人
を

優
遇
し
ま
し
た
。

　

盛
岡
大
手
門
付
近
に
商
人
町
を
作

り
ま
す
が
、
苗
字
、
帯
刀
、
裃
を
許

さ
れ
た
近
江
屋（
村
井
）、井
筒
屋（
小

野
）が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。村
井

市
左
衛
門
家
の
歴
史
を
綴
っ
た
『
村

井
文
書
』
に
は
、
裃
、
打
ち
か
け
姿

の
代
々
の
夫
妻
が
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
高
島
商
人
が
い
か
に
優
遇
さ
れ

て
い
る
か
が
理
解
で
出
来
ま
す
。

　

南
部
藩
は
業
種
別
に
商
人
を
ラ
ン

ク
付
け
し
、
古
手
・
呉
服
・
酒
屋
・

米
屋
・
麹
屋
な
ど
の
商
い
を
す
る
近

江
系
商
人
は
上
層
、
魚
・
穀
物
を
商

う
地
元
商
人
を
中
層
、
そ
し
て
中
層

以
下
の
地
元
商
人
に
区
別
し
、
優
遇

す
る
反
面
、
藩
政
へ
の
協
力
を
も
要

請
し
て
い
た
の
で
す
。
初
代
か
ら
4

代
目
ま
で
は
、
馬
の
売
買
、
金
の
産

出
な
ど
に
よ
っ
て
、
南
部
藩
は
大
層

裕
福
で
し
た
が
、
次
第
に
経
済
状
況

は
逼
迫
し
て
い
く
の
で
し
た
。

南
部
藩
の
経
済
を
支
え
た
内
和
制
度

　

盛
岡
の
近
江
商
人
は
、
南
部
藩

の
財
政
維
持
を
供
給
す
る
御
用
商

人
で
し
た
が
、
彼
ら
が
急
速
に
繁

栄
し
た
の
は
元
禄
期（
1
6
8
4
～

1
7
0
3
）で
す
。
そ
の
繁
栄
の
背

後
に
は
、
内
和
制
度
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

　

内
和
と
は
、
一
族
と
か
一
統
と
し

て
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
商
家
集
団

で
す
。
商
家
に
雇
わ
れ
た
奉
公
人
が

資
本
と
の
れ
ん
を
与
え
ら
れ
て
、
分

家
と
か
別
家
と
し
て
独
立
し
た
後
に
、

同
じ
家
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
で
結

束
を
固
め
る
紐
帯
機
能
を
有
す
る
組

織
の
こ
と
で
、
主
家
の
も
と
に
系
列

化
さ
れ
、
内
和
が
複
数
に
な
る
と
近

江
商
業
団
と
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
は
同
族
で
あ
っ

た
り
、親
族
で
も
あ
り
、あ

る
い
は
婚
姻
関
係
も
、
当

時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
主

家
同
士
で
お
嫁
さ
ん
の
や

り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た

し
。
婿
養
子
に
入
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

業
種
を
越
え
て
婚
姻
関
係

が
結
ば
れ
る
こ
と
は
、
こ

の
時
代
は
難
し
か
っ
た
の

で
、
結
果
的
に
、
人
数
と

い
う
か
規
模
は
膨
ら
ん
で

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
内
和
中
も
明
治
近

く
に
な
っ
て
く
る
と
、
単

に
近
江
出
身
だ
と
い
う
だ

け
で
、そ
こ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
、入

れ
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
だ
ん

だ
ん
希
薄
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

結
束
を
固
め
る
内
和
中
、
内
和
制
度

と
い
う
も
の
が
大
き
な
意
味
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
ま
す

と
、
御
用
金
を
自
分
の
う
ち
だ
け
で

は
厳
し
く
て
賄
え
な
い
と
き
は
、
お

互
い
に
や
り
取
り
し
て
、
助
け
て
も

ら
っ
た
り
、
助
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

湖
東
商
人
は
奉
公
人
が
独
立
し
た
場

合
は
別
家
と
い
い
ま
す
の
で
、
内
和

は
盛
岡
独
特
の
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

滋
賀
出
身
者
で
作
る
滋
賀
県
人
会

は
全
国
の
都
道
府
県
に
組
織
さ
れ
、

海
外
に
も
い
く
つ
か
の
県
人
会
が
あ

り
ま
す
。
特
に
盛
岡
で
は
岩
手
滋
賀

県
人
会
の
ほ
か
に
近
江
商
人
末
裔
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
結

束
力
も
強
い
の
で
す
が
、
こ
う
し
た

独
自
の
制
度
が
影
響
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派�

�

「
願
教
寺
」
と
「
村
市
」

　

本
願
寺
派
の
北
峯
山
無
量
殿
願
教

寺
と
い
う
の
が
本
来
の
名
称
で
す
が
、

一
般
的
に
は
願
教
寺
と
言
う
寺
院
の

墓
石
の
７
割
ぐ
ら
い
が
近
江
出
身
の

方
で
占
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
お
寺
は
、
村
井
市
左
衛
門
家

の
手
次
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
慶

安
３（
1
6
7
0
）年
の
創
建
で
、
当 盛岡市願教寺
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あ
り
ま
す
。
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
盛
岡
に
お
出
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
窪
田
講
演
了
）

す
。
小
野
権
兵
衛
は
、
村
井
新
七
の

養
子
に
な
り
、
明
治
新
政
府
設
立
に

大
き
く
貢
献
し
た
小
野
組
へ
と
発
展

し
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
私
が
調
べ

た
村
井
市
左
衛
門
家
は
、
盛
岡
を
中

心
に
近
江
屋
系
村
井
の
主
流
と
し
て

盛
岡
城
下
で
酒
屋
、
質
屋
、
呉
服
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
尾
去
沢
銅
山
の
支
配
仲
間
を
拝

命
し
た
り
、
御
用
商
人
に
仲
間
入
り

す
る
な
ど
、
万
治
年
間
か
ら
文
化
・

文
政
年
間
は
比
較
的
経
営
が
安
定
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
見
人

の
経
営
の
ま
ず
さ
な
ど
が
影
響
し
て

明
治
18（
1
8
8
4
）年
取
り
付
け
に

あ
っ
て
村
市
は
倒
産
し
ま
す
。
そ
の

後
、
住
居
を
転
々
と
し
て
ふ
た
た
び

盛
岡
に
も
ど
っ
た
の
は
、明
治
36（
１

９
０
３
）年
で
、
12
代
村
井
市
太
郎

さ
ん
は
襲
名
し
な
い
で
鉄
道
管
理
局

に
勤
務
さ
れ
、
そ
の
ご
子
息
の
当
代

村
井
宏
さ
ん
は
農
学
博
士
で
岩
手
滋

賀
県
人
会
・
近
江
商
人
末
裔
会
の
前

会
長
を
お
務
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
、
村
市
家
の
系
譜
が
出

て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
初
代
が
お

作
り
に
な
っ
た
と
い
う
家
訓
『
御
遺

誡
』
が
あ
り
ま
す
。
武
家
に
は
家
訓

と
か
家
憲
を
作
る
風
習
が
あ
っ
た
の

で
、
近
江
商
人
と
し
て
家
訓
を
お
つ

く
り
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
祖
が
浅

井
家
の
家
臣
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

初
の
地
は
洪
水
で
流
さ
れ
、
い
ま
は

盛
岡
市
の
北
山
と
い
う
高
台
に
あ
り

ま
す
。
明
治
20
年
、
事
情
が
あ
っ
て

住
職
が
お
ら
れ
な
く
な
り
、
西
本
願

寺
本
山
か
ら
島
地
黙
雷
さ
ん
が
願
教

寺
の
25
代
住
職
と
し
て
お
越
し
に
な

り
ま
し
た
。
当
代
の
ご
住
職
も
島
地

さ
ん
で
す
が
、
滋
賀
の
日
野
町
の
お

寺
の
ご
出
身
で
、
ご
縁
が
あ
っ
て
盛

岡
の
願
教
寺
の
ご
住
職
と
な
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
も
盛
岡
と
近
江
の
い

ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

盛
岡
に
や
っ
て
き
た
村
井
新
七
は
、

上
の
橋
ほ
と
り
で
近
江
屋
と
い
う
店

を
構
え
、
多
く
の
同
郷
人
を
迎
え
ま

「
人
富
め
ば
即
ち
お
ご
る
。

お
ご
れ
ば
即
ち
礼
に
そ
む
く
。

そ
む
け
ば
即
ち
人
に
に
く
ま
る
。

に
く
ま
る
れ
ば
即
ち
災
い
き
た
る
。

き
た
れ
ば
即
ち
損
と
な
る
。

損
と
な
れ
ば
即
ち
家
貧
し
。

貧
し
け
れ
ば
即
ち
人
い
や
し
。

い
や
し
け
れ
ば
即
ち
欲
起
こ
る
。

起
こ
れ
ば
即
ち
邪
を
な
す
。

な
せ
ば
即
ち
身
亡
ぶ
」

と
い
う
も
の
を
子
孫
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　　

盛
岡
の
近
江
商
人
の
特
徴
を
一
言

で
言
え
ば
、
ル
ー
ツ
が
農
家
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

南
部
藩
主
に
よ
る
誘
致
と
、
彼
ら

の
生
計
維
持
、
こ
の
両
者
の
目
的
と

利
益
が
一
致
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

盛
岡
の
近
江
商
人
と
藩
主
と
が
当
初
、

w
in

：w
in

の
関
係
で
う
ま
く
い
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
優
遇
さ
れ
る
こ
と
に
安

住
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
、
初
代

の
『
御
遺
誡
』
が
あ
っ
た
と
思
う
の

で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
盛
岡
に
来
た

全
て
の
商
人
が
成
功
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
中
に
は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら

来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
没
落
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

村
市
家
は
、
明
治
期
に
商
家
と
し

て
は
倒
産
し
ま
し
た
が
、
寺
院
と
の

関
係
が
か
な
り
緊
密
で
し
た
。
代
々

の
当
主
が
几
帳
面
に
古
文
書
を
全
部

残
し
て
お
ら
れ
た
。だ
か
ら
こ
そ
、こ

う
い
う
ふ
う
に
振
り
返
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

初
代
は
亡
く
な
っ
た
妻
の

供
養
に
と
、
願
教
寺
の
隣
地

に
脇
寺
を
寄
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
法
名
を
寺
院
名
と

し
て
妙
誓
寺
と
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
か
ら
後
に
は
、

願
教
寺
の
梵
鐘
も
村
市
家
が

寄
進
し
て
い
ま
す
。
10
代
の

直
寿
さ
ん
は
、
奉
公
人
の
年

忌
を
全
部
調
べ
上
げ
て
、
法

要
を
勤
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
代
さ
ん
は
、昭
和
60
年
、初

代
の
三
百
回
忌
法
要
を
勤
め

ら
れ
、「
親
鸞
聖
人
行
脚
像
」

を
寄
進
さ
れ
る
な
ど
、
と
て

も
信
心
深
い
家
柄
で
す
。

　

盛
岡
と
い
う
町
は
、
何
と

な
く
京
都
の
雰
囲
気
に
似
て

い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
し
て
い

て
、
文
化
の
香
り
が
す
る
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
話
し

方
も
、
東
北
の
中
で
も
ゆ
っ

く
り
話
さ
れ
ま
す
し
、
た
お

や
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

一
説
に
、
東
北
の
陸
奥
や

仙
台
は
江
戸
に
近
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
け
ど
、
盛
岡
は

京
都
に
似
せ
て
つ
く
っ
た
と

い
う
お
話
も
聞
い
た
こ
と
が

村市家の家訓『御遺誡』

高島市旧小野家（写真は昭和60年当時）盛岡市小野家（登録文化財）
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N
P
O
法
人
三
方
よ
し
研
究
所

は
創
設
し
て
10
年
余
が
経
過
し
、
一

昨
年
に
は
記
念
式
典
を
開
催
し
た

が
、
研
究
所
と
命
名
し
た
こ
と
か

ら
、「
そ
ち
ら
で
は
近
江
商
人
に
つ

い
て
随
分
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
ね
」
と
お
訊
ね
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち

は
、
自
ら
は
研
究
者
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
成

果
に
基
づ
い
た
活
動
を
展
開
し
た

り
、
研
究
の
成
果
の
代
弁
者
と
し
て

各
地
で
報
告
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
た
だ
、
近
年
韓
国
や
中
国
の
企

業
家
に
み
な
さ
ん
か
ら
企
業
の
永
続

性
、
企
業
の
社
会
貢
献
、
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
商
い
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
何
度
か
出

前
講
座
に
招
か
れ
た
り
、
来
日
さ
れ

た
企
業
家
や
留
学
生
と
の
交
流
が
活

発
に
な
っ
て
き
た
。

　

日
本
は
、
世
界
の
な
か
で
永
続
性

の
あ
る
企
業
の
存
在
が
最
も
多
く
、

し
か
も
企
業
存
続
年
数
も
数
百
年
の

企
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
海
外
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
回

の
公
開
講
座
と
り
ま
と
め
の
会
で

は
、
長
年
老
舗
の
実
態
調
査
を
進
め

る
会
員
の
前
川
洋
一
郎
さ
ん
の
基
調

講
演
が
あ
る
。「
近
江
商
人
」
と

「
老
舗
」
と
い
う
興
味
あ
る
テ
ー
マ

で
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
か
大
い

に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

近江商人の謎に迫る連続講座
とりまとめシンポジウムのご案内

て
ん
び
ん
棒

 昨年、日野商人（１月）、湖東商人（３月）、八幡商人（５月）、高島商人（９月）をテーマとして、連続講座を開
催し、各地の近江商人ファンの皆様とともに、さまざまな角度から近江商人の謎に迫ってきました。そこで明ら
かになった四商人のイメージをとりまとめ、フレッシュな近江商人像を描き出すため、シンポジウムを開催いた
します。基調講演として老舗学の前川洋一郎氏に長寿企業としての近江商人の謎についてお話いただき、パネル
ディスカッションでは、前川氏、各回の講師と現代の近江商人・中澤氏によるざっくばらんな意見交換をおこな
います。各回の参加者、そして初めての方もぜひご参加くださるよう、お願い申し上げます。

日　　　時	 2015年３月22日㈰　14：00～ 17：00
会　　　場	 大津市　旧大津公会堂　２階多目的室
	 （京阪浜大津駅から徒歩１分／〒520-0047　大津市浜大津１丁目4-1）
内　　　容	 基調講演「日本型経営の流れからみた近江商人」
	 　　前川 洋一郎 氏　�

	 パネルディスカッション「近江商人の謎に迫る」
	 　　満田  良順 氏（日野商人館）
	 　　林 　　　純 氏（東近江市近江商人博物館（五個荘））
	 　　岩根  順子 氏（三方よし研究所専務理事、サンライズ出版）
	 　　窪田  和美 氏（龍谷大学）
	 　　前川 洋一郎 氏（老舗学研究会共同代表）
	 　　（司会）中澤 実仟盛 氏（三方よし研究所副理事長、ナカザワグループ）
参　加　費	 1,000円（定員50名）
懇　親　会	 �午後５時30分から、同じ建物内の大津グリル（和フレンチ）にて、希望者で懇親会を開催

いたします。ご参加ご希望の方は、お申し込みの際に、お知らせください。
	 ※参加費は別途5,000円　※２月27日以降は所定のキャンセル料が発生しますのでご注意ください。

お申し込み	 �ご氏名、ご住所、電話・ファクス番号、電子メールアドレスを明記のうえお申込みください。
（研究所関連のお知らせを送らせていただくことがございます。）

ご 住 所　〒　　　　－　　　　

ご 氏 名（参加人数）

ご連絡先　TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス（お持ちの方）　

　連続講座　近江商人の謎に迫る
Fax. 0749−23−7720　メールアドレス office@sanpo-yoshi.net

ご参加申込書

老舗学研究会共同代表、大阪商業大学大学院非常勤講師、三方よし研究所会
員。著書、新刊『なぜあの会社は100年も繁盛しているのか』（PHP研究
所2015年１月下旬発売、1500円）、『老舗学の教科書』。

電子メール：office@sanpo-yoshi.net   FAX：0749-23-7720  電話：0749-22-0627
郵送：〒522-0004 滋賀県彦根市鳥居本町658番地

三方よし研究所 
事務局

いよいよ
クライマックス


